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0.は じ め に
筆者は,川 口(1998)・ 川口(1999)・ 川 口(2000)の 三つの論考のなか
で,接 続助詞ナラの諸用法 を含む表現一 前稿と同様,便 宜的に 「ナラ表
現」 と称する一 の 「文脈化」と 「教材化」の問題 を考察 した。特に,川
口(2000)で は,前2稿 で検討 した 「ナラ表現」の 「文脈化」分析 の結果
をもとに,初 級から超級にわたる,そ れぞれの学習段階での 「ナラ表現」
の指導 ・学習モデノレ,す なわち 「教材化」の試案を提示 した。同稿では,
今後 さらに研究すべき課題 として4点1)を 挙げたが,そ れらの課題の検討
に進む前に,そ の 「教材化」試案の視点から見ると,市 販の目本語教材に
おける 「ナラ表現」の指導方法はどのように批評できるかを検討 してお く
必要 を感 じた。川 口(2000)に おける 「教材化」案 以下,「2000年 試
案」 と称する一 が市販の教材類の 「教材化」を分析するのにどの程度有
効に働 くかを知ることは,筆 者の今後の研究にとって参考になると考えた
からである。
そこで,本 稿では,市 販の目本語教材から,教 授法上の枠組みが捉 えや
すい初級の目本語教科書 を取 り上げ,そ れぞれの教科書にみる 「ナラ表
現」の 「教材化」のありかたを検討 し,そ れ らが 「2000年 試案」 とどの
1)川 口(2000)PP.22～23参 照 。
1
よ うに異 な るか を分 析 し てみ る こ と とす る。分 析 の対 象 に した教 科 書 は,
以 下 の3種 で あ る 。 い ず れ も,文 型 シ ラバ ス を保 持 しな が ら も,機 能 主
義 的 な教 授 法上 の志 向 を強 く感 じ させ る教 科 書 で,1990年 ～2000年 の 目
本 語教 科 書 を代 表 す る もの で あ る と考 え られ る。
① 『SituationalFunctionalJapanese』VoL1～3・Tsukuba
LanguageGroup・1991～92・ 凡 人社
② 『CommunicatinginJapanese』 ・能 登 博 義 ・1992・ 創 拓 社
③ 『新 文化 初 級 目本 語 』1～II・ 文 化 外 国 語 専 門 学 校 編 ・2000・ 凡 人
社
1.「2000年 試案」の概観
前節で挙げた教科書各種の分析に入る前に,筆 者の 「2000年 試案」,す
なわち 「ナラ表現」の学習段階別教材化案 を概観 しておこう。「2000年 試
案」は,森 田良行著の 『基礎 目本語辞典』(1989・ 角川書店)と グルー
プ ・ジャマシイ編著の 『教師と学習者のための目本語文型辞典』(1998・
くろしお出版)に おける 「ナラ表現」を,そ の 「文脈化」2〉の内容にした
がって表現類型別 に分類 し,な おかつ指導 ・学習すべき段階別3)に【初級
前半】から【超級】に配分 してみたものである。その具体的な記述法は,た
とえば 「山ならやっぱ り富士山だ」 という 「ナラ表現」では次のように現
2)「 文 脈化 」 とは,特 定 の 語彙 ・文 法 項 目 ・文 型 な ど を含 む 文 や 文 章 が,「 ど う
い う文 脈 」 で,す な わ ち 「だ れ か らだれ に む け て」 「ど うい う(コ ミュニ ケ ー シ ョン
上 の)目 的 を も って」 発 信 され る の か を記 述 す る こ とで あ る。森 田(1989)の 「ナ ラ
表 現 」 の 「文脈 化 」 の方 法 にっ い て は川 口(1998)pp.36～40を,グ ル ー プ ・ジ ャ
マ シイ(1998)の そ れ につ い て は川 口(1999)pp.321～324を,そ れ ぞれ 参 照 の こ
と。
3)こ こ で 「段 階 別 」 とい うの は,ACTFLの"pr・ 丘ciencyguideIine"を ベ ー
ス と しな が ら筆者 が検 討 しつ つ あ る,日 本 語 の文 法 項 目 ・文 型 の 「指 導 ・学 習 レベ
ル の段 階 化 」 の こ とで あ る。 お お む ね,"n・vice"を 「初 級 」,"三ntermediate"を
「中級 」
,"advanced"を 「上級 」,"super圭or"を 「超 級 」 に対 応 させ て あ る が,「 初






◇例 文:山 ならやっぱ り富士山だ。《文型 【なら1】2一(1)》






これは,『教師 と学習者のための 目本語文型辞典』 の 「なら」 の項 目
で,【なら1】と命名 されたナ ラの用法の例文中,2一(1)「 山ならやっぱ り富
士山だ」 を,類 似の[名 詞1な ら名詞2だ1文 型の典型例文と考え,そ の
「文脈化」 を検討 したものである。その結果,こ の文型は,「[顕在的 な情
報要求者の相手1が[有 「資格」情報提供者の自分1に 情報 を求めてきた と
きに,[自 分]が[相 手]に[必 要な情報の提供1を 行 う目的で発言する」 と
い う 「文脈」の中で使用され る表現だとい う記述ができる。つまり,[名
.詞1な ら名詞2だ]と い う文型を指導 しようと考えれば,上 記 に[人 物 ・
目的]で 示 されたような 「文脈」の中において,1例 としては上記会話文
のような 「ア ドバイス求め」に対する 「ア ドバイス与え」の表現 として,
文型会話練習 ・ロールプレイなどに 「教材化」 して,提 示 ・練習するのが
「自然 な言語使用習得」 に近づ くことになるのである。 また,「 山な ら
.」を含む上記の表現は,初 級の後半段階ならば学習するであろうと思
われるため,[名 詞1な ら名詞2だ1は 【初級後半】で指導 ・学習可能 な文
型であると言い得る。
4)川 口(2000)で は[「資格」 を問 われ な い情報提供者 の 自分1と な って いたが,
この機能 は中級前半以 降の学習 段階 にふ さわ しい もの と考 えるので,い ま訂正 す
る。
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筆者 の 「2000年 試 案 」 は,以 上 の よ うな内 容 の指 導 ・学 習 案 で あ る が,
本 稿 の 目的 が,代 表 的 な初 級 教 材 の 「ナ ラ表 現 」 にっ い て の検 討 で あ るた
め,分 析 を進 め る際 の参 考 と して,以 下 「2000年 試 案 」 中 の 【初 級 後 半 】5)
～【中級 前 半 】ま で に配置 され た 文 型 を,上 述 の記 述 形 態 か ら[例 文H人 物1
お よび[教 材 化]の 一部 を除 い た 形 で,以 下 に す べ て 紹 介 す る。 なお,[教
材 化]の 例 文 ・下 線 はす べ て 筆者 に よる もの で あ る 。
【初 級後 半 】
◇ 文型1:[名 詞1な ら名 詞2だ1
◇ 目 的:必 要 な情 報 の提 供
◆教 材 化:一 山 に のぼ りた い ん で す が,ど こが い い で す か 。
一 山 な ら(や っぱ り)富 士 山 で す よ
・
◇ 文型2:[動 詞 ・形容 詞(ん)な ら/名 詞 な ら/そ れ な ら]
◇ 目 的:相 手 の言 動 へ の共 感 ・同調 を示 す こ と
◆教 材 化:一 す み ませ ん,ち ょ っ とて つ だ って くれ ませ ん か。
あ,ご めん な さい 。 い ま,い そ が し くて 。
一 あ
,い そ が しい ん な ら/そ れ な ら け っ こ うです 。 ど う
もす み ませ ん 。
◇ 文型3:[名 詞 な ら/名 詞+助 詞 な ら]
◇ 目 的:「 指 示 ・依 頼 」 へ の(遠 回 しな)拒 否
◆教 材 化:き ょ うご ご3時 まで に来 て くれ ませ ん か 。
一 そ の こ ろは ち ょ っ とい そ が し くて
。5時(ま で)な ら行 け
ます が 。
一 あ,そ うです か。 じゃ,あ し た に し ま し ょ う。
【初 級後 半 ～ 中級 前半 】
◇ 文型1:[動 詞 ・形 容詞(ん)な ら/名 詞 な ら/そ れ な ら]
◇ 目 的:自 分 の利 益 の実 現
5)「 ナ ラ表現」 で,【初級前 半】が適 当な学 習段階 である ものはない と考 えて よ
い 。これ も,「注3)」 で述べた 「学習 レベルの段階化」 で議論すべ き項 目である。
一4一
◆教 材 化:一 ち ょっ と,郵 便 局 に行 っ て き ます 。
一 一 郵 便 局 に行 く(ん)な ら/そ れ な ら,こ の て が み を出 して
き て くだ さい 。
あ,い い です よ 。 出 して き ます 。
◇ 文 型2:[動 詞 ・形 容 詞(の)な ら/名 詞 ・形 容 動 詞 語 幹 な ら/そ れ な ら
.が い い]
◇ 目 的:必 要 な情 報 の提 供
◆教材 化:一 春 休 み に温 泉 に行 きた い ん です が,ど こ がい い で し ょ う
か。
温 泉 に行 くな ら/温 泉 な ら/そ れ な ら,は こね が い い で
す よ。
◇ 目 的:必 要 な情 報 の提 供(「相 手 との人 間 関 係 の設 定 ・維 持 ・強 化 」
を含 む)
◆教 材 化:一 春 休 み は,ど う します か。 どこ かへ 行 き ます か 。
一 え え,温 泉 に行 こ う と思 っ て い ます 。
あ,温 泉 に行 くな ら/温 泉 な ら/そ れ な ら,は こね が い








[名詞 な ら/名 詞+助 詞 な ら1
よ り正確 な情 報 の提 供
この本 の コ ピー,お 願 い した い ん で す が,い つ で き ます
か 。
あ さ って までな ら,だ い じ ょ うぶ で す 。 い い です か。
一 はい
,お 願 い し ます 。
[名詞 な ら(ば)/形 容動 詞 語 幹 な ら(ば)]
顧 客 獲 得 のた めの情報 宣伝
パ ソ コ ンシ ョップ 「ドッ ト」 高 田馬 場 店,駅 前 に オ ー プ ン。
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今 な ら▽ ▽ の カ ラ ー プ リン ター30%デ ィ ス カ ウ ン トな ど,
開 店 大 サ ー ビス 。
◆教 材 化:一 こ っ ち の1LDKの ア パ ー トは,一 カ月 い く らです か 。
一一4万 円 で す
。
ち ょっ と,高 い み た い です が 。
一 そ ん な こ と は あ り ませ ん
。 こ こ な ら都 心 に も地 下 鉄 で
30分 で行 け ます し。
◇ 文型3:[名 詞 な ら(ば)/形 容 動 詞 語 幹 な ら(ば)]
◇ 目 的:自 分 の言 動 へ の弁 護/状 態 の改 善 につ い て の(遠 回 しな)要 求
◆教材 化:一 ▽ ▽ さん,最 近 漢 字 の テ ス トの成 績 が よ くな い で すね 。
1回 に10個 の漢 字 は 多 す ぎ ま す 。5個 な らち ゃ ん と覚
え られ ま す 。
◇ 文型4:[名 詞(ば)/形 容 動 詞 語 幹 な ら(ば)]
◇ 目 的:相 手 との人 間 関係 の設 定 ・維 持 ・強 化
◆教 材 化:一 ▽ ▽ さ ん,次 の 目曜 目ひ ま な らハ イ キ ン グ に行 き ませ ん
か。
あ あ,い い で す ね 。行 き ま し ょ う。
2.『S三tuationalFunctionalJapanese』 の場 合
第2～4節 に か け て は,第1節 で あげ た3種 類 の教 科 書 の 「ナ ラ表 現 」
の分 析 を行 う。本 節 で扱 うの は,筑 波 大 学 の 『SituationalFunctional
Japanese』VoL1～3で あ る 。 この教 科 書 は,書 名 か ら も分 か る よ うに
極 めて機 能 主 義 的 な色 彩 の強 い 教科 書 で あ り,そ の後 の機 能 主 義 教 材 に大
き な影 響 を与 え て い る。 本 教 科 書 で 《ModelConversation〉>お よ び
《GrammarNotes》 に 「ナ ラ表 現 」 が 出 て い る の は,以 下 の部 分 で あ
る 。
◇ 第4課IV.～ な ら 〈1>lifyoumean
《ModelConversation》(必 要 な部 分 のみ 引 用)
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ブ ラ ウ ン:あ の,せ ん た く機 は,ど こで し ょ うか 。
女 子 学 生:せ んた く機 。
ブ ラ ウ ン:え え。 場所,わ か ります か。
女 子 学 生:せ ん た く機 な ら,4階 の あ っ ち側 に あ ります よ。
《GrammarNotes》Examples:
①A:あ した い っ し ょに東 京 に行 き ませ ん か ・
B:あ した な らい い です 。あ した は授 業 が あ りませ ん か ら。
②A:ペ ン,あ ります か 。
B:い い え,え ん ぴ っ な らあ りま す 。
◇ 第24課L～ な ら 〈2>:ifitisthecase/if～
《ModelConversation》(1)(必 要 な部 分 のみ 引用)
山 下:ま あ,そ う怒 らな いで よ。
田 中:だ っ て。
山 下:ア ニル さん も僕 も 田中 さん た ち が行 っ て くれ る ん な ら楽 し い
さ。
田 中:そ う。 じゃ,ま,い い か。
.《ModelConversation》(2)(必 要 な部 分 の み 引用)
田 中:目 光 が い い ん じゃ ない で し ょ うか 。
1月 な ら,華 厳 の滝 が凍 って て,き れ い そ うで す し。
〈中 略 〉
鈴 木:や っぱ り,だ れ が何 と言 っ て も,正 月 は 富 士 山 に温 泉 に酒 だ
よ。<後 略>
山 下:え え,ま あ,そ うです ね 。
鈴 木:ロ マ ン スカ ー な ら,新 宿 か ら1時 間 ち ょっ とだ し。
田 中:で も,目 光 だ っ て,浅 草 か ら東 武 線 の 特 急 な ら1時 間 半
ち ょっ とで す よ。
そ れ に,目 光 な らス キー もで き る し。
《GrammarNotes》Examples:
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①A:車 を買 お うと思 って い ます 。
B:そ うです か 。車 を買 う(の)な ら,あ の店 が 一番 い い です よ。
②A:そ の本,お も し ろそ うで す ね 。
B:え え・ お読 み に な る(の)な ら,お 貸 し します よ。
③A:田 中 さん も行 くそ うです よ。
B:そ うで す か 。 田 中 さ ん が行 く(の)な ら,私 も行 き た い です 。
第4課 《ModelConversation》 の 「ナ ラ表 現 」 は,「2000年 試 案 」 で
は 【中 級 前 半 】ま で に は 配 分 さ れ て お らず,出 て 来 る の は 【中 級 後 半 】
〈p・9>6〉で あ る。 筆 者 が,こ の表 現 類 型 を 【中級 後 半 】に お い た の は,こ の
よ うな場 合 の[名 詞+ナ ラ]は,【 中級 前 半 】まで で あれ ば,[名 詞+ハ]に 置
き換 え て表 現 して も さほ ど差 し支 え が な い か らで あ る。 た だ し,若 干 の記
憶 の負 担 は増 えて も 「自然 な表 現 」 に近 い もの を提 示 し学 習 させ た い とい
う立場 は了解 で き るの で,【 初 級 後 半 】に配置 す るこ とに そ れ ほ どの抵 抗 は
な い。 そ れ で も,【初 級 前 半 】の 「第4課 」 に提 示 す る の は,提 題 助 詞 ハ の
習 得 もそ れ ほ どや さ しい もの とは言 え ない か ぎ り,早 す ぎ な い か とい うの
が筆者 の意 見 で あ る。
しか し,む しろ,そ れ よ りも問題 な の は,同 課 の 《GrammarNotes〉>
の 〈Examples>が,《ModelConversation》 の 「ナ ラ表 現 」 とは異 な
る タ イ プ の も の だ と い う こ と で あ る 。 こ の 〈Examples〉 の 例 文 は,
「2000年 試 案 」 で は 【中級 前 半 】の 〈文 型1〉 に あ た る
。 す な わ ち,こ こ で
の ① 「あ した な ら」 や ② 「えん ぴ つ な ら」 は,① 「あ さ って 」 や ② 「ペ
ン」 を否 定 した場 合 の 「よ り正 確 な 情 報 の提 供 」 を[目 的]と して 行 わ れ
た表 現7)な の で あ り,《ModelConversation》 の 表 現 の よ うに,質 問 に
6)〈 〉内は・「2000年試 案」 での当該表現類型 の所載ぺ一 ジ。以下,同 じ。
7)① の会話 の場合 は,ま ずAが 「あ さって東京 に行 きませ んか」 と言 ったの
に対 し,Bが 「あ さっては,ち ょっと ・一 」 と否 定的 に答 えたあ と,Aが 「じゃ
あ,あ した東京 に行 きません か」 と問 い直 した とい う場面 であ っては じめて 【中級
前半】の 〈文型1〉 と同類型 にな る。そ うでなければ,Bの 答 えは 「あした」 の部
分 が重複 した答 えなので,初 級 で指導すべ きような 「ナラ表現」 ではな く,中 級以
上の レベル の学習項 目であ ろう。
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答 え て の単 な る 「必 要 な 情 報 の提 供 」 で は な い 。 一 方,同 課 の 《Drills》
(別冊P.83)の 談 話 練 習 は,《ModelConversation》 と同 じ類 型 の,「 物
の所 在 につ い て のQ&A」 に な って お り,こ こで は 《GrammarNotes》
の 〈Examples〉 は 扱 わ れ て い な い 。 し か も,《GrammarNotes》 の
【Explanations】 の ナ ラ につ い て の説 明 は,"Nara・ ・9indicatesthat
nounistakenupforfurthercommentinthesenseofifyou
mean"と きわ めて抽 象 的 で,そ の"furthercomment"が 何 のた め に
行 わ れ る か とい う,機 能 主 義 的教 材 に とっ て もっ と も核 心 とな る説 明 が な
い。 した が っ て,【 初 級 前 半 】の 「第4課 」 を学 習 中 の 学 生 に と っ て,
〈Examples>は 事 実 上 提 示 され る意 味 も,学 習 され る意 味 もな くな って
しま うの で あ る 。
第24課 に お け る 「ナ ラ 表 現 」 は,い っ そ う複 雑 で あ る。 ま ず,
《ModelConversation》(2)で あ る が,こ の 会話 は タ イ トル どお り 「旅
行 の相 談 」 で あ るた め,こ こでの 「ナ ラ表 現 」.は 「意 向 や希 望 の強 調 的 提
示 」 を[目 的]と す る もの で あ り,学 習 段 階 で言 え ば 【上 級 前 半 】<文 型38〉:
PP.11～12>の も の で あ る。 脚 こ,《ModelConversation》(1)の 「ナ ラ
表 現 」 で あ る が,も し今 こ の表 現 を 「文 脈 化 」 して み る とす れ ば,そ の
[目的]は 「(好ま しい状 況 を仮 想 して の)相 手 へ の説 得 」 とい う こ とに な
る。 この よ うな 「仮 想 表 現 」 は,少 な く と も初 級 段 階 な ら,タ ラで十 分 表
現 で きる(「田 中 さん た ち が行 って くれ た ら楽 しい さ」)ため,文 法 的 には も
ち ろ ん,機 能 的 に も説 明 の容 易 で な い[ノ+ナ ラ]形 式 を使 用 す る必 然 性
が見 つ か らな い 。 この よ うな表現 類 型 は,ナ ラに特 徴 的 で な い た め も あ っ
て か,『 基 礎 目本 語 辞 典 』 に も 『教 師 と学 習者 の た め の 目本 語 文 型 辞 典 』
に も取 り上 げ られ てお らず,し た が っ て 「2000年 試 案 」 に も含 まれ て い
8)r2000年 試 案 」 の 【上 級 前 半 】の 〈文 型3〉 は,[名 詞+助 詞+ナ ラ]の 形 で あ る
が,【 会 話 】の 「1月 な ら」 「ロ マ ンス カ ー な ら」 「目光 な ら」 は,そ れ ぞ れ 「1月 に
な ら」 「・ マ ン ス カー で な ら4「 日光 で な ら」 と助 詞 つ き の意 味 で解 釈 で き る 。
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ない9)。
一方 ,同 課 の 《GrammarNotes》 の 〈Examples〉 は,《ModelCon-
versation》 の(1)(2)い ず れ の表 現 類 型 と も一致 せ ず,〈Examples〉 ① は
「2000年 試 案 」 で は 【上級 前半 】〈文 型5:p
.12>,② は同 「試 案 」 に は な
いが含 ま れ て も よ く,そ の場 合 は 【中級 後 半 】に配 置 され るべ き,[申 し出1
を[目 的]と した表 現 に な ろ う。 ③ は,人 物A・Bの 発 言 意 図 が特 定 し に
く く,し た が っ て さ ま ざ ま な 「文 脈 化 」 が で き て し ま う。 こ の 《Gram-
marNotes》 を頭 に入 れ て 《Drills》 を見 る と,構 文 練 習1(別 冊P.169)
では 〈Examples〉 ① と同 じ表 現 類 型 の練 習 で あ る が,同2で は ① ② お
よび 「自分 の利 益 の実 現 」 を[目 的1と す る別 の 「ナ ラ表 現 」 の混 合 練 習
にな っ て お り,さ らに談 話 練 習(別 冊P.180)は 《ModelConversation》
(2)の 練 習,と い うよ うに学 習 の 中心 とな るべ き機 能 とそ れ を背 負 う文 形
式 の間 に有 機 的 な関 連 性 がみ つ け られ な い 。
この よ うに,『SituationalFunctionalJapanese』 は,「 ナ ラ表 現 」
に関 して は,会 話本 文 ・文 法解 説 ・文 型/談 話 練 習 の間 に一 貫 した教 授 法
上 の枠 組 み が うか が え な い。 また,学 習 段 階 の異 な る レベ ル の表 現 が 同 じ
課 に混 在 して い る の も問題 で あ る 。
3.『CommunicatinginJapanese』 の場 合
ここ で は,『CommunicatinginJapanese』 を扱 う。本 教 科 書 は,シ
カ ゴ大 学 の 目本 語 教 科 書 と して使 用 され て いた 教材 を,一 般 成 人 用 教 科 書
と して創 拓 社 か ら出版 した もの で あ る。 『SituationalFunctionalJapa-
nese』 で は若 干 不 徹 底 だ っ た感 の あ る機 能 索 引 が,巻 末 に[TheFunc-
tionsIndexlと して整 理 され て い る とこ ろ か らも,機 能 主義 的 な志 向 の
強 い教 科 書 で あ る こ とが 分 か る。本 教 科 書 の 【会 話H文 法 】で 「ナ ラ表 現 」
9)元 来研 究書 であ る 『基礎 目本語辞 典』 は もとよ り,教 育用 文型辞典 で ある
『教師 と学習者 のための 日本語文型辞典』 も
,こ のナ ラの 「仮想表現」 が漏れ てい
るのは,文 型研究 に 「機能」 とい う概念 を徹底 して いないためである と思われ る。
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が出 て い る のは,以 下 の部 分 であ る。
◇ 第18課 会 話4
A:南 さ ん,西 川 さん か ら聞い た ん だ け ど,東 京 へ行 くん だ っ て。
B:い い え,ま だ は っ き りわか らない ん です よ 。
A:そ うです か。 も し行 くなら,お 願 い した い こ とが あ る ん だ け ど。
B:い い です よ。 何 か で き るこ とで した ら。 も っ とは っき り した ら,知
らせ ます よ。
◇ 第18課 文 法4-3
(も し)目 本 へ行 くな ら,日 本 語 を勉 強 した方 が い です よ。
(も し)目 本 へ行 った ら,目 本 語 を勉 強 した方 が い です よ。
◇ 第19課 会 話1(必 要 な部 分 の み 引用)
B:早 速 で す が,ベ リー さんは 目本 語 が で き ます ね 。
A:は い,下 手 で す が,少 しな らで き ます 。
B:そ うで す か 。漢 字 が読 めま す か 。
A:二 百 字 な ら,ま あ,読 めま す 。
◇ 第19課 文 法1-6
1.A:今 目,行 け ます か 。
B:午 後 な ら,行 け ます よ。
2。 千 字 は書 け ませ ん が,二 百 字 く らい な ら書 け ます 。
◇ 第27課 会話1(必 要 な部 分 の み 引用)
A:こ の天 気 な ら,明 目の ソフ トボ ー ル の試 合,大 丈 夫 だ ろ うね 。
B:で も,今 朝 の テ レビ に よる と,明 目は雨 が 降 る ら しい わ よ 。
◇第27課 文 法1-6
寒 い な ら窓 を閉 め て もい いで す よ。
お な か が す い て い る な ら,冷 蔵 庫 に何 か食 べ る もの が あ りま す よ 。
車 に乗 るの な ら気 をつ け て運 転 して ね 。
ま ず,第18課 を検 討 して み よ う。 「2000年 試 案」 で は,【 会 話 】4の
「ナ ラ表 現 」 は 【初 級 後 半 ～ 中級前 半 】<文型1:pp .4～5〉 と,【文 法 】の も
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の は同 レベ ル の 〈文 型2:P.5>と,そ れ ぞれ 同類 型 で あ る 。 こ の二 つ は,
それ ぞれ[依 頼H助 言]と,[目 的1は 異 な るが,学 習 段 階 が 同 じに設 定 で き
るの で,同 じ課 に あ っ て も さ ほ ど の矛 盾 は な い 。 しか し,第18課 の 【練
習 】13は 「も し,Sな ら」 を文 型 と して,「 大 学 院 に入 る,ど こ の大 学 院
→ 中 村 さん は ,も し大 学 院 に 入 る な ら,ど こ の大 学 院 に入 る つ も りです
か 」 の よ うな構 文 練 習 ば か りを6題 や らせ る もの で,【 会 話 】【文 法 】の表 現
は練 習 問 題 が な い ・ だ い た い,こ の練 習 の よ うな表 現 は,「 も し大 学 院 に
入 る とした ら/と す れば 」 な どで も表 現 で き,特 にナ ラ に特徴 的 な表 現 で
は な く,こ の 課 で行 う必 然 性 が 見 当 た らな い 。[仮 想 話 題 に ょ る談 話 の 開
始1を[目 的]と す る の で あ れ ば,「 タ ラ表 現 」 の例 文 に した ほ うが よ い 。
【文 法 】4-3の 解 説 も,こ の表 現 の意 味 に つ い て は,ナ ラ が"hypotheti-
ca1"で あ る とい う以 上 の説 明 が な く,【会 話 】【文 法】と 【練 習 】の ず れ を埋
め てい な い 。
続 い て第19課 で あ る が,【 会 話 】1の 「ナ ラ表 現 」 は,「2000年 試 案 」
で は 【中級 前 半 】〈文型1;P.5〉 で あ るlo)。【文 法 】の例 文1・2,【 練 習 】8の
8題 の構 文 練 習 問 題 もす べ て 同 じ表 現 類 型 の もの で あ り,[よ り正 確 な情
報 の提 供1と い う[目 的]を 持 つ 「ナ ラ表 現 」 が学 習 項 目 と して一 貫 して位
置 づ け られ て い る。
一方
,第27課 の場 合 は,指 導 項 目に混 乱 が あ る。 まず,【 会 話 】1だ が,
この 「ナ ラ表 現 」 は 「2000年 試 案 」 に は な い。 会 話 全 体 が 「こ の天 気 な
ら」 とい うAの 発 話 で始 ま っ て い る の で 「文脈 化 」 が む ず か し い面 が あ
る が,「 ノフ トボー ル の試 合 」 が顕 在 的 な い し潜在 的話 題 と考 え る と,[自
分 の信 念 ・意 見 の根 拠 づ け]が[目 的]で あ る よ うな表 現 で,談 話 の ター ン
を取 る場 合 に も使 え るた め,学 習 段 階 は 【上 級 前 半】とい う こ とに な ろ う。
す る と,【文 法 】1-6の 三 つ の例 文 と は,一 見 した だ け で も相 当相 違 の あ る
表 現類 型 で あ る こ とが分 か る。【文 法】の3例 文 自体 も一 文 で あ るた め,そ
10)た だ し,人 物Bの 「早速 です が」 が どうい う文脈 で出た ものかは不明。そ
の意味では,場 面の想定 が しに くいおか しな会話で ある。
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れ ぞ れ複 数 の 「文 脈 化 」 が考 え られ る が,低 い ほ うの学 習 段 階 の例 と して
考 えれば,「 寒 い な ら」 は 「2000年 試 案 」 で は 【中級 後 半 】〈文 型3:PP。7
～8> ,「 お な か が す い て い る な ら」 は 同 〈文 型1:P.7>,「 車 に乗 る の な
ら」 は同 〈文 型9:PP.9～10>で あ る。 【文 法 】1-6の 解 説 で は,ナ ラー 般
にっ い て は,"な らhasvaroiusfunctions.Hereitindicatesthatthe
partthatfollowsisthespeaker'sopinion,judgementoradvice
thatisbasedonwhathesees"と して い る。 この あ と 【会 話 】1の 中 の
例 が"judgement"で あ り,【文 法】1-6の3例 文 が"advice"で あ る と
の説 明 が続 くが,"judgement"と"advice"の 「文 脈 」 が相 当異 な る
こ と,お よび 三 つ の例 文 同士 の 「文脈 」 も同 じで な い可 能 性 が あ る こ とは
語 られ な い ま まで あ る。 しか も,構 文 練 習 で あ る 【練 習 】1に は,上 記 す べ
て の表 現 と同類 型 の,指 導 す べ き学 習 段 階 の異 な る表 現 が入 り交 じっ て11)
い る。
こ の よ うに,『CommunicatinginJapanese』 に お い て も,『Situa-
tionalFunctionalJapanese』 と同様,本 文 会話 ・文 法解 説 ・構 文 練 習
の 間 の 一 貫 し た 「ナ ラ表 現 」 指 導 の 枠 組 み が 見 え て こ な い 。 た だ し,
『CommunicatinginJapanese』1こ お い て は,第19課 で 本 文 ・解 説 ・
練 習 が一 致 した例 が 見 られ た 。 これ は,表 現類 型別 指 導 を念 頭 に おい た教
材 構 成 の可 能性 が 示 され た例 と して評価 した い 。
4.『 新文化初級日本語』の場合
『新文化初級 目本語』 は,1987年 初版発行の就学生向け目本語教科書




1i)さ らに,練 習8は 第18課 【会話】4と同類 型 であ り,他 の課 の文型練習 まで
混入 していることにな る。
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◇ 第22課 本 文2(必 要 な部 分 のみ 引 用)
社 員:エ レク トー ンは弾 け ます か 。
京 子:い い え,ピ ァ ノ な ら弾 けま す が,エ レク トー ンは ち ょっ と.。.。
社 員:1週 間 に どの ぐ らい来 られ ます か 。
京 子:え え と,週3目...,水,土,目 な ら行 け ます 。
◇第22課 文 型3(必 要 な部分 の み 引用)
1)A:今 度 の土 曜 日,映 画 を見 に行 き ませ ん か。
B:土 曜 日 は ち ょ っ と...。 目曜 目な ら行 け る ん です が...。
2)幸 子:チ ン さん はお さ しみ が食 べ られ ます か。
チ ン:お さ しみ は ち ょ っ と...。 で も,焼 き魚 な ら食 べ られ ま
す 。
3)良 子:武 さん は料 理 が作 れ ます か 。
武:そ うで す ね 。簡 単 な料 理 な ら作 れ ます 。
◇ 第31課 本 文1(必 要 な部 分 のみ 引 用)
斎 藤:新 宿 か ら羽 田空 港 へ は ど うや って い けば い い ん で す か 。
社 員:楽 に座 っ て行 くな らタ クシ ー で す が,安 く確 実 に行 くな らモ ノ
レー ル に乗 る といい で す よ。
斎 藤:じ ゃ,タ ク シ ー で行 くこ とに し ます 。 。
社 員:タ ク シ ー で い らっ しゃ る な ら,2時 問 ぐらい 前 に 出 た ほ うが い
い です よ 。
◇ 第31課 文 型1(必 要 な部 分 の み 引 用)
1)A:東 京 で買 い物 をす るん です が,ど こ が い い です か 。
B:い い 品 物 を見 るな ら銀 座 です が,安 く買 うな ら上 野 が いい と思
い ます よ。
2)A:来 年 箱 根 へ行 こ うと思 っ て い る ん です が,い ちば ん い い季 節 は
い つ です か 。
B:桜 を見 る な ら春 です が,紅 葉 を見 る な ら秋 が い い と思 い ます
よ。
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3)A:新 宿 か らモ ノ レー ル に乗 れ ます か 。
B:い い え,モ ノ レー ル に乗 る な ら山手 線 で浜 松 町 ま で行 か な くて
は い け ませ ん 。
4)学 生:す み ませ ん,こ こで たば こ を吸 っ て もい い です か 。
先 生:こ こ は禁 煙 です か ら,た ば こ を吸 うな ら,あ そ この喫 煙 所 で
吸 っ て くだ い。
第22課 は,【 本 文】【文 型 】とも に,「2000年 試 案 」 で は 【中級 前 半 】〈文
型1:PP.5～6〉 に相 当 す る もの で あ る 。 この 【文 型 】3に は 練 習 部 分 が な
い が,例 文 は,依 頼 や 質 問 に対 す る[よ り正 確 な 情 報 の 提 供]と い う[目
的]を 持 つ とい う点 で,す べ て同 じ表 現 類 型 の も の で あ り,【本 文】2の 用
法 と も一致 す る。
第31課 で は,ま ず 【本 文 】1に 二 つ の 「ナ ラ表 現 」 が あ り,「 タ ク シー
で い らっ しゃ るな ら」 の ほ うは,「2000年 試 案 」 で は 【初 級 後 半 ～中 級 前
半 】〈文型1:P.5>の 二 つ 目の タイ プ に相 当す る もの で あ る。他 方,「 楽 に
座 っ て行 くな ら タ ク シ ー..,,安 く確 実 に 行 くな らモ ノ レー ル 」 の ほ う
は,「2000年 試 案 」 に は な い が,第22課 の 【中級 前 半 】〈文 型1>と 同 じ
く,[よ り確 実 な 情報 の提 供]を[目 的]と す る もの に近 い表 現 類 型 と言 え
よ う。 異 な る の は,「2000年 試 案 」 の 【中 級 前 半 】〈文 型1>の[人 物]が
[「依 頼 」 や 質 問 をす る相 手 → ← 制 限 ・条 件 つ き で肯 定 的 返 答 をす る 自分]
で あ っ た の に対 し,「 楽 に座 って行 くな ら...」 の ほ うは[「依 頼 」 や 質 問
をす る相 手 → ← 選 択 肢 を示 して返 答 を す る 自分]で あ る とい う と こ ろ で
あ る 。学 習段 階 は,【 中級 前 半 】〈文 型1>と 同 様 の 「文 脈 」 で使 え る の で,
や は り【中級 前 半 】で よい と思 われ る 。
一 方
,第31課 【文 型 】1の 例 文 を見 てみ る と,1)2)は 「楽 に座 って 行 く
な ら..。 」 と同 じで あ る が,3)4)は 「2000年 試 案 」 に は な く,か つ1)2)
と も異 な る 。今,3)4)を 「文 脈化 」 して み る と,そ れ ぞ れ 次 の よ うに な
ろ う。
3)→ ◇ 人物:解 釈 を確 認 す る相 手 → ← 相 手 の解 釈 を訂 正 す る 自分
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目的:正 し い情 報 の提 供
4)→ ◇人 物:「 許 可求 め」 や 質 問 をす る相 手 → ← 「許 可 与 え」 の 条 件
を示 す 自分
目的:相 手 の利 益 実 現 へ の援 助
す な わ ち,【 文 型 】1で は内 部 の例 文 同 士 の表 現 類 型 が異 な って お り,か つ
【文型 】と 【本 文 】との 問 で は扱 う表 現 が一 部 ず れ て い る こ と に な る。 な お,
第31課 の 【練 習 】は 「楽 に座 って 行 くな ら...」 と同 タイ プ の表 現 の 談 話
練 習 で あ り,【本 文 】【文 型】とのず れ は見 当 た らな い 。
この よ うに,『 新 文 化 初 級 目本 語 』 の 「ナ ラ表 現 」 の扱 い は,第22課
で は 【本 文 】【文型 】一 貫 性 が見 られ る もの の,第31課 で はそ れ が失 わ れ て
い る。 た だ,第31課 で も,【本 文 】【文 型 】【練 習】間 は,「 楽 に座 っ て行 くな
ら_、 」 タイ プ を学 習 させ る こ とで一 致 が 見 られ る点 は,他 の二 つ の教 科
書 よ り教 授 法 上 の一 貫 性 が高 い と評 価 で き る。
5.ま とめ と課 題
以上,市 販 の3種 類 の教 科 書 の 「ナ ラ表 現 」 の指 導 の枠 組 み を 「2000
年 試案 」 との比 較 で 分析 して み た 。 この結 果,教 科 書 側 につ いて 言 え る こ
とは次 の よ うな こ とで あ る。
1)ど の教 科 書 も本 文 会 話 ・文 型/文 法 解 説 ・構 文/談 話 練 習 の問 で,
「ナ ラ表 現 」 の類 型 や 扱 い方 に完 全 な一 貫性 が見 られ な い
。
2)3種 の教 科 書 の うち,本 文会 話 ・文 型/文 法解 説 ・構 文/談 話 練 習
に 関 連 が うか が え る の は,『Commun至catinginJapanese』 と
『新 文化 初 級 目本 語 』 の 一部 で あ り
,な お 後 者 の ほ うが 前者 よ り全
体 の 一貫 性 が高 い 。
一方
,「2000年 試 案 」 につ い て言 え る こ とは次 の よ うな こ とで あ る 。
3)「2000年 試 案 」 に な い表 現 類 型 が教 科 書3種 に い くつ か見 られ た。
この こ と は,『 基 礎 目本 語 辞 典 』 と 『教 師 と学 習 者 の た め の 目本 語
文型 辞 典 』 の ナ ラ の項 の例 文 だ けで はカバ ー しきれ な い表 現 類 型 が
一16一
存在することを意味する。 したがって,今 後 さらに教科書調査 によ
り 「ナラ表現」類型の収集 ・分類をする必要がある。
4)3種 の初級教科書の 「ナラ表現」は,「2000年 試案」では中級 レベ
ルに配置 されているものが多い。したがって,「2000年 試案」の学
習段階配当の妥当性が改めて検討 されなければならない。




方が徹底 しておらず,「前件が話題,後 件がそれへのコメン ト」程度 の解
説であらゆる 「ナラ表現」 をまとめて しま う,形 式主義の落 とし穴 には
まってしまっているように見える。ここか らいかに脱出するかが模索 され
なくてはなるまい。
3)4)は,筆 者の 「文脈化」「学習段階化」の一層の深化 ・精緻化を促す
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